公共政策コンペ政策提言提出用書式


	チーム名・代表者氏名
	くまぴあ　溝上栄美

	発表テーマ
（５０字以内）
	性に関する正しい知識や技術を同世代の仲間（peer：ピア）で一緒に考えるピアカウンセリング活動

	A4用紙10枚以内で、以下の項目を必ず含めてまとめてください。

1. 問題・課題：提言が解決を目指す社会の問題や課題とその背景。なぜその問題や課題に取り組むべきなのか。

2. 目的：提言が目指すものは何なのか。

3. 提言内容の根拠や検証（方法と結果）：提言することの根拠を示すための方法。提言内容を導くために活用した方法や、具体的な提言を検証したものであれば検証の方法とその結果

4. 提言内容：具体的かつ明確に。

5. 考察：期待される効果、実現可能性、限界や乗り越えるべき課題とその対処方法など。


【問題・課題】

平成19年度の熊本県における10代の人工妊娠中絶実施率は全国2位の高さとなっている。このことから，中・高校生から性交には妊娠や性感染症に罹患する可能性があることを理解し，望まない妊娠や性感染症を予防するための避妊や感染予防について考え，実践する力を身につけることが必要だと考える。2001年から2010年の10年間に厚生労働省が推進している国民運動計画、『健やか親子21』の4本柱の一つ、「思春期の保健対策の強化と健康教育の推進」の具体的な取組みの一つとして、同世代から知識を得るピア・エデュケーター（仲間教育）、ピア（仲間）・カウンセリングなどの思春期の子どもが主体となる取組の推進があげられている。

高校生の性情報や性知識は友人から得られることが多く、悩みの相談も「同性の友人」が一番多い。他の性情報を得るところとしては授業や保健体育の教師からである。しかし性教育の授業満足度は16.2％と低く、また性に関する情報を得たいと思っていても身近に適切な情報がないなどの現状があり、性感染症や妊娠に関する具体的な情報を必要としているようである。性教育は、性知識を教えるだけではなく、性交を迫られたときに自分の心身が傷つかないような行動を取れるように、高校生の自己決定レベルを向上させる必要や避妊することを要求できる行動の教育が必要であると言われている。高村寿子（自治医科大学看護学部教授）は、性＝生の自己決定能力を育む教育として、一方的な価値観で構成された指導型の健康教育ではなく、当事者自身が主体となって行動変容をもたらす効果的な健康教育・性教育の方法の確立が必要であると説いている。そのため性教育の手段として、思春期の人々にとって最も身近で信頼できる存在の「仲間」というキーパーソンが行うピアカウンセリング手法の性教育を導入した。このピアカウンセリング法は、妊娠や性感染症などの認識が高まり、性行動に関する正しい知識に基づいて自分で判断する能力を育むために有効であると研究結果やＷＨＯをはじめ国際間で高い評価を得ている。

	　中学３年生のころ、セックスをすると妊娠する、妊娠を防ぐためにはコンドームを使って避妊することができるという知識を、学校の先生や両親が教えてくれました。だから、もし恋人ができて、セックスをするようになったら必ずコンドームを使って望まない妊娠を防ぎたいと考えていました。しかし、高校生になって女友達同士で性のことについてオープンに話すようになり、すでにセックスの経験がある友人達の「生理中とか生理前にセックスしたら妊娠しないんだよ。」「今までコンドームつけてしたことないけど、外出ししてたから一度も妊娠しなかったよ。」「一回のエッチで妊娠するほうが確率少ないんだよ。」などという話を聞くようになり、私は『コンドームつけなくても大丈夫なのかもしれない…』と思うようになっていきました。しばらくして私にも恋人ができ、その恋人にコンドームをつけずにセックスをしたいといわれました。私は戸惑いましたが、女友達の話を聞いていたし、断って嫌われてしまうのではないかという不安もあり、コンドームなしでのセックスをしてしまいました。あの時は次の月経が来るまでとても不安な想いをしたし、罪悪感でいっぱいになって、両親や保健室の先生はもちろん、女友達にさえ相談できませんでした。当時の私に妊娠のことだけでなく性感染症に対する知識があれば、きっとコンドームなしでのセックスはしなかったでしょう。また、「コンドームをつけて欲しい」という思いを恋人にきちんと伝えることができれば、あのような思いをすることもなかったことでしょう。

　現在私は大学生になり、ピアカウンセラーとして高校生と関わっています。その中で、高校生達に私が経験したような辛い思いをして欲しくない、正しい知識をもって、自分自身や恋人・友人・家族を大切にして欲しいという強い思いがあり、ピアカウンセリング活動を通してそれらを伝えていけたらいいなと思っています。


　これはピアカウンセリング活動を行っている大学生の実際の意見である。ピアカウンセリング活動に取り組んでいる大学生の意見として、ピアカウンセリング活動に取り組んでいく中で、思春期に自分自身も一人で迷ったり悩んだりしたこともあり、1人で悩むと死にたいと思ったりすることもあったが、そんなときに友達に話を聞いてもらうと前向きになれることが多いと考える。このように、思春期の若者にとって、仲間の存在は大きく、とても信頼できる存在である。そのため、同年代の仲間によるピアカウンセリング活動は思春期の若者にとって効果的な活動であると考え、私たちは思春期ピアカウンセリング活動に取り組んでいる。

くまぴあは平成20年度から思春期健康教育活動を実施している。主な内容は１,熊本県庁や熊本県内の各保健所と連携して高校生ピアエデュケーター養成、２,高校でのピアエデュケーション活動、３,熊本市保健所と共同によるエイズ予防啓発キャンペーンに取り組んでいる。
用語の定義としては

＜思春期ピアカウンセリング＞

ピアカウンセリング・マインドとスキルを身に付けたピアカウンセラーが、誤った情報に振り回されている仲間に、一対一あるいは対集団のピアカウンセリングを行い、性の問題に正しく対処できるよう、思春期の若者の自覚、意思決定や問題解決の能力を高める活動のことである。

＜ピアエデュケーション＞

あるテーマについて“正しい知識・スキルを共有し合うこと”とする。地域や学校などの限られた時間と場所においてピアカウンセラーが仲間として健康教育を行うことである。

＜ピアカウンセラー養成＞

認定されたピアカウンセラー養成者から、ピアカウンセリングマニュアルに沿った講座を受け、仲間と共感・共有しながら活動し、性に関する正しい知識の習得と、ピアカウンセリング・スキルの訓練を積むことである。

【目的】
くまぴあが現在行っている活動は大きく分けて３つあり、その活動にそれぞれ目的がある。
1 高校生ピアエデュケーター養成は、訓練された高校生のピアエデュケーターが，各高校でクラスや友人のロールモデルとなり、仲間が必要としている情報の提供や性の理解を深め、より良く生きることの大切さを伝える。そのことにより自分や友人が抱いた将来の人生設計を実現していくために、今、自分が何をすべきかを考える力を養うことを目的としている。その結果として、性感染症予防や人工妊娠中絶予防に向けた行動変容を促そうとするものである。

2 高校で行うピアエデュケーション活動は、高校側からの依頼に基づいて、性教育や人権教育の一環で行っている。自分や他者との違い、他者の価値観を認めることや自分の考えを相手に伝える能力の育成を行うことで、未来の目標を持ってもらい、今、自分は何をすべきか、どのような人生を歩んでいくべきかを考えるきっかけとすることを目的としている。またクラス単位で行うため、多くの対象者にピアエデュケーションを行う機会となっている。

3 熊本市と共同で行うエイズ予防啓発キャンペーンは、熊本市内の高校や大学の文化祭時に在校生と協力し、エイズや性感染症に関するアンケート調査、およびエイズや性感染症の予防啓発活動を行っている。一方的な知識の提供ではなく、ロールプレイや自由な質疑応答を通して、エイズや性感染症の正しい知識の定着を目的に取り組んでいる。

【提言内容の根拠や検証（方法と結果）】
1 高校生ピアエデュケーター養成の内容は①コミュニケーションスキルの基礎を学ぶ、②自己や他者についての理解を深める、③性について考える、を中心に実施した。フォローアップセミナーは更に充実した活動ができるように，ベーシックセミナー後の体験を踏まえて，自分自身や周囲に生じた変化，悩みや思いを，ピアエデュケーターの仲間同士で話し合い、共有した。
教育方法としては，理解すべき基本的な知識や態度については講義形式となるが，より効果的な学習が促進されるように，講義と平行してエクササイズ，グループワーク，ロールプレイといった双方向の学びの機会を多く取り入れて実施する形式とした。

平成20年度は16名の高校生を対象に行い、平成21年度は36名の高校生を対象に行った。平成22年度は42名の高校生を対象として実施した。毎年ベーシックセミナーを8月に1泊2日で実施し、フォローアップセミナーは12月頃に実施している。

　　　フォローアップセミナー時にピアカウンセリング受講後自分自身の中で変化した　ことや気をつけるようになったことを事前に考えてきてもらい、グループフォーカスインタビューを行なった。インタビュー結果をまとめた結果、高校生から「他者に共感する」、「他者の気持ちを尊重する」、「異性との向き合い」、「他者の価値観を認める」、「話を聴くときの態度」、「友人からの信頼が増える」、「自分自身と向き合う」、「社会へ目を向ける」という意見が聞かれた。
2 高校でのピアエデュケーション活動は、ホームルームの時間や性教育、人権教育の一環で１～２コマ程度で自分自身を見つめなおしたり、過去を振り返ったり、未来のことを考える機会としている。また、友人とどうやったらよい関係を築くことができるかを考える機会ともなっている。実施するプログラムは性教育や人権教育など、目的に応じて構成している。現在までに大津高校、鹿本農業高校、南稜高校、小国高校等で行っている。高校でのピアエデュケーション活動後に「人それぞれ考え方や、とらえ方が違うことが改めて分かった。だからこそ、自分も相手も大切にしなければならないと感じた。」、「自分の未来なんてあまり考えたことがなかった。今は今を楽しんで生きることしか頭になかったので、これからは後のことを考えて行動していきたい。」、「今までの人の話を聞くとき態度を反省した。今日学んだことを、これから話を聴くときに活かしていきたい。」などの感想があった。コミュニケーションの大切さや多様な価値観への気づき、未来や過去を考える機会になったといった私たちの伝えたいことが伝わったと考えている。

3 平成20年度から実施している熊本市と共同で行うエイズ予防啓発キャンペーンでは、熊本市内の高校や大学の文化祭時に在校生と協力し、アンケート調査、エイズや性感染症に関する知識の享受を通して、エイズや性感染症の予防啓発活動に取り組んでいる。また、熊本市保健所と協働で、性感染症予防のパンフレット作成にも取り組んでいる。現在までの活動の場として、東稜高校、中央高校、熊本農業高校、熊本西高校、第一高校、熊本保健科学大学、崇城大学等で行っている。高校生からは、「学校で習っていたけど、今日習ってもっとよく理解できた。」、「エイズって自分には関係ないって思ってたけど、熊本でも結構多くの人がなっているんだ。」という感想があり、エイズや性感染症の予防啓発の機会となっていると感じる。今年度から、今までの取り組みに加えて参加者と一緒に「もし友達からエイズになったと言われたら、どう思うか？」というテーマでHIV陽性者役、否定的に発言する役などになり、ロールプレイを行っている。ロールプレイを行うことにより、知識の提供に加え、HIV陽性者はどのように感じるかを考える体験となっている。
　ピアカウンセリング活動を通して高校生と触れ合う中で、表情・態度が変わり、実際の高校生の言葉から伝えたい趣意を理解してくれていると感じることが多い。同年代の仲間（peer）だからこそ、高校生の持つ悩みに共感することができ、同じ視点に立ち、話しを聞いたり知っておいてほしいことを伝えたり出来ているのではないかと考える。また思春期の高校生に対する効果だけでなく、ピアカウンセリング活動を行う大学生にとっても正しい知識を再確認できる場となり、高校生とのふれあいの中で自分のこれまでの人生について振り返るとともに、自分の性＝生のあり方について見つめなおす場となると感じている。　

【提言内容】

　くまぴあは同年代の仲間であるピア（peer）が行うピアカウンセリング活動を普及させていきたいと考える。なぜなら、性教育とは生きる教育であり、単なる知識の提供だけでなく、コミュニケーションや自己や他者の理解、自己表現など、「生きる教育」として考えていくことが必要であり、そして、相手の話を聞いたり様々な人と関わったりすることによって、対象者の意識が変化し、それに伴い話の聞き方や友人関係、性行動等への行動変容が期待されると考えるからである。
　学校で行われている性教育では、知識の指導型の健康教育が主で、高校生にとって本当に必要であり、真のニーズに沿った健康教育が行われていないと考える。そのため、若者同士で多様な価値観を共感・共有し、行動変容を促す、同年代の仲間（peer）によるピアカウンセリングが有効であると考える。

ピアカウンセリング活動を通して、私たち大学生は正しい知識や技術の提供だけでなく、対象である高校生・大学生と年代が近いため、悩みや不安に共感することができ、一緒に解決に向かって取り組んでいくことが出来ると考える。また、同年代の仲間であるからこそ、親や先生には話すことのできない悩みや不安を話してくれることもある。そのため、ピアカウンセリング活動は有意義な活動であり、ピアカウンセリング活動を普及させていきたいと考える。

大学生が性教育を行うということに抵抗がある方も少なからずいると考える。私もピアカウンセリング活動のことを全く知らない友人に、高校生を対象に性教育を行っていると話すと、「大学生が高校生に性教育するってヤバくない？」と言われたこともあった。しかし、同年代の仲間である大学生にしかできない性教育、それがピアカウンセリング活動であると考える。高校の文化祭時のエイズキャンペーンで出会う女子高校生の多くは、”コンドーム”という言葉を恥ずかしさで口にできない。望まない妊娠や性感染症を予防するためには、コンドームは必要なものである。しかし、「コンドームなんて恥ずかしい。」、「自分には関係ない。」と思っている高校生が多いと考える。それは、周りの大人が恥ずかしいものとして捉えているからであると考える。ピアカウンセリング活動を普及させることで、友人同士で性に関する悩みを話したり、正しい知識を語りあうことができるような社会を作ることができるのではないかと考える。

【考察】

　ピアカウンセリングでは「性」を生き方として捉えることをテーマとし、主にコミュニケーション、セクシュアリティについて考え、共に考えていくことで高校生自身に必要な知識や技術の習得や今後の自分の生き方について考えてもらう機会とすることを目指している。ピアカウンセリング活動を通して、性に関する知識や技術はもちろんのこと、自分の良いところを見つけ、自分のことを好きだと思うことができ、自分自身を大事に思うことができる人を増やしていくことになる。それにより、自分自身を大切にすることが他者を大切にすることにもつながると考える。

　最近の若者はコミュニケーション能力が低下していると言われている。その中で、人とつながる手段の１つとしてセックスを求める若者もいる。望まない妊娠やHIV陽性者が増加しているのは、その結果の表れだと考える。そのため、一方的な知識の提供だけではなく、人と人とのつながりやコミュニケーション能力を高めること、他の人との交わりやストレスを通して、それらの知識を生きる力に変えて行くことで解決に向かうことが期待される。ピアカウンセリング活動で高校生と同年代の仲間（peer）である大学生が性や生について一緒に考えることにより、より効果的に学びを深めることができるのではないだろうか。

ピアカウンセリング活動という取り組みだけでなく、家庭や学校での日々の挨拶や自分の気持ちを伝えたりすること等で他者と良い人間関係を構築することができ、自分自身を表現することにつながるのではないかと考える。現在、くまぴあとして様々な活動に取り組んでいる。大学生自身が効果的なピアカウンセリング活動を行うために、プログラム内容の構成や運営を行っている。
　しかし、大学生だけで行うことができる活動には限界があると感じている。高校でピアエデュケーションを行う場合、まず、授業時間（多くの場合１～２コマ）内で行うため時間が限られており、十分に伝えたいことを伝えられないことが挙げられる。その際には、「もう少し時間があれば、効果的に理解を深めることができるのではないか。」や「短時間で理解を深めるためには、どのように進行したらよいのか。」と感じることも多い。次に、ピアカウンセリングを学校教育で行うことへの抵抗があると考えられる。実際、事前に準備しておいた資料が使えない場合や表現の訂正を求められる場合もあった。ピアカウンセリングでは性をテーマに行うことが多いため、学校では扱いづらいテーマであると考えられる。最後に、先生方がピアカウンセリング自体を知らないことも、学校で行うピアエデュケーション活動への抵抗の要因の一つとして考えられる。そのため、先生方へピアエデュケーション活動の存在を知ってもらうことも必要となると考える。

　次に、ピアカウンセリング活動を行う際に、“特にピアカウンセリングが必要な人”にアプローチしにくいのが課題である。ここでいう特にピアカウンセリングが必要な人とは、なかなか自分のことを好きになれない人、コミュニケーションが苦手な人、妊娠や性感染症の知識が不足している人などを指す。参加者に参加のきっかけを尋ねると「保健委員なので参加しました」「部活の顧問の先生に言われて来ました」など、所属している集団単位で参加している人も珍しくない。参加者たちがピアカウンセリングに触れることができ、その人にとって良い結果をもたらすのは有益であるが、優先度の高い“特にピアカウンセリングが必要な人”にアプローチをすることで、さらなる効果が期待できる。ピアカウンセラー側が学校の内部まで入り込んで、ピアカウンセリングの広報活動をして、参加者を募ることは難しい。そこで、学校側に的確なアプローチすることができる存在である行政によってピアカウンセラーと学校を結びつけてもらうことで、ピアカウンセラーと学生が出会うきっかけとなると考える。行政と学校とが協働することにより、効率良く効果的にピアカウンセリング活動を行うことができると考える。
　また、ピアエデュケーター養成講座を受けても、ピアカウンセリング活動が普及していないために学んだことを話す機会がなく、学んだことを活かせずにこれまで通りの生活に埋もれてしまうことがある。養護の先生や担任の先生にもピアカウンセリング活動を知ってもらうことで、ホームルームなどを通して学生が養成講座の内容を発信しやすくなると考える。

　現在くまぴあは県内各地で活動を行っている。活動の中で使用する資料作成のために紙やマジックやファイル等の物品が必要であり、活動を進めるにあたって資金が必要となる。そのための資金は行政や大学の「きらめきユースプロジェクト」からの支援をいただき、有意義に活動を行うことができている。しかし、県内の遠方の高校や保健所に出向いて活動を行うことが多いため交通の不便なところが多く、交通費の確保が十分でなければ活動が難しい。
　
大学は４年間で卒業を迎える。大学生はあくまで学業主体であり、時間の制約がある中で、ピアカウンセリングのレベルの維持・向上を図ることが必要である。現在、ピアカウンセラー養成講座や宮崎大学や鹿児島大学と合同でピアカウンセリングの技術向上のための合宿を行っている。それは同時に、ピアカウンセラー同士の悩みや困難の分かち合いや励ましの機会、プログラムや情報交換を行うことで、お互いの刺激となっている。
ピアカウンセリング活動を行っているのは医学部保健学科の看護学生である。そのため、男子大学生が少ない現状がある。男子大学生が加わることによりピアカウンセリング活動の際に、男子高校生もより効果的にアプローチすることができる。また、男性としての視点が加わることで、さらなるピアカウンセリング活動の発展が期待されるため、男子大学生にも協力を呼びかけていきたいと考える。さらに、多くの養護教諭にピアカウンセリング手法を知ってもらい、共に活動するため、教育学部養護教諭養成課程の学生と協力して活動を進めている。今後は他大学や専門学校の学生やボランティアとも協力していきたい。その第一歩として、今年の11月末に初めてNGOと協力してピアエデュケーション活動を行う予定である。ピアカウンセリング活動を多くの人に普及させ、活動を行う中で、多方面からの働きかけがあることでピアカウンセリング活動がさらに充実すると期待している。
私たちは、くまぴあとして様々な活動に取り組む中で、プログラムの構成や改善策を話し合い、時には険悪な関係になることもあった。しかし、全員が「ピアカウンセリング活動をもっとよい活動にしたい」という想いのもと、よりよい活動を目指して話し合いを重ね、プログラムの改善を行ったこともあった。また、不安に思ったり、悩んだときには相談し、心が穏やかになったこともあった。活動に取り組む中で、仲間に対して信頼と協働の心が芽生え、仲間の素晴らしさを改めて感じている。また、養成講座や高校でのピアエデュケーションの中でいただいた、高校生や大人からの自信につながるような共感メッセージが、くまぴあの活動の精力となっている。

活動を通して、性に関する知識が深まったのはもちろんのこと、自分自身を見つめ、将来を具体的に考える機会となったと考える。また、ピアカウンセリングで学んだことを人間関係の構築やコミュニケーションに活用している。卒業後、医療従事者となってからも、このピアカウンセリング活動で学んだことを活かしていきたいと考える。

ピアカウンセリング活動のさらなる発展のため、今後も努力を続けていきたいと考える。
